一時入所受け入れ要綱
救護施設　太 白 荘

１．目的

　　　居宅生活をしている精神状態が不安定な精神障害者を受け入れて，精神状態が安定して居宅生活を再開できるまでの生活支援，精神科病院入院患者や退院患者がより円滑に居宅生活に復帰できるよう，施設内での生活訓練を支援すること等を目的とする。
２．対象者
　　・居宅で生活する精神障害者等であって，一時的に精神状態が不安定になる等の理由により居宅生活が困難になる方。

　　・精神科病院入院患者又は退院患者であって，退院に向けた体験利用や訓練のため一時的に入所することが適当な方。
　　・保護の実施機関が特に一時入所の必要があると認めた方。

３．利用期間は原則７日間であるが，１ヶ月３０日を超えない範囲で延長可能。
４．利用料金

（１）福祉事務所払い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一時入所に係る施設事務費（施設事務費支弁基準額／３０日×実入所日

数）                                                               

（２）自己負担
　　　　　・食事代　朝食：２４０円　　昼食：３６０円　　夕食：３４０円

　　　　　・光熱水費等の生活費（施設基準で算定）１日あたり４５０円
　　　　　・その他材料費を伴うクラブ活動への参加・買い物等は実費とする。
５．一時入所内容
　　（１）日帰りコース　（１０：００～１６：００）
　　　　・生活体験（昼食・入浴）

・趣味活動（各種クラブ活動）・レクリエーション活動　　　　　　　　

・健康チェック
　　　　・他利用者とのコミュニケーション

　　（２）宿泊コース（一泊～七泊）　　（１０：００～翌日１５：００）
　　　　・生活体験（食事・入浴・就寝）

・趣味活動（各種クラブ活動）・レクリエーション活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・健康チェック

・他利用者とのコミュニケーション

６．利用人数及び居室

　　（１）男性２名　女性２名合わせて４名まで利用可能

　　（２）居室は原則として他利用者と同室であるが，場合によっては個室とする
７．所持金品等の取り扱い

　　（１）小遣い等の手持ち金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・手持ち小遣いは千円程度とし，利用者と相談の上自己管理または太白荘で預かる。　　　　　　　　

・太白荘預かりの場合は預り証を発行し，棟の金庫へ保管とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・預かった金銭は終了時に本人へ返却，受領書を発行する。
（３）準備品（私物控えの作成）

　　　　・日帰り（生活保護受給証・食事代・小遣い・薬・上靴等）

　　　　・一泊～（生活保護受給証・食事代・小遣い・薬・上靴・洗面道具・パジャマ・着替え・紙おむつ（使用者）等）

８．一時入所に伴う取り扱い

　　（１）一時入所に関する諸様式（保護施設一時入所事業実施要綱に基づくもの）
　　　　・「情報提供票」　　　関係機関（病院又は福祉事務所）より
　　　　・「救護施設太白荘一時入所のご案内」

（２）一時入所の受け入れ（保護施設一時入所事業実施要綱に基づくもの）
　　・一時入所の申し込みは，福祉事務所等の関係機関より受ける。
　　・夜間の緊急連絡先を確認する。
９．緊急時の対応

　　（１）本人の体調や精神面で不調が見られた場合は，速やかに入院先の病院か緊急連絡先に連絡を取る。
　　（２）救急車の要請が必要の際は，太白荘で要請し職員が付き添い，関係者は搬送先の病院へ急行するよう依頼する。
10．その他

　　　　・施設内での支援上の怪我等においては施設賠償保険を使用する。
・利用時の送迎については，利用者側で対応する。
附　則　平成２０年　６月１日より施行
附　則　平成２２年　４月１日より施行
附　則　平成２３年１０月１日より施行
附　則　平成２４年　６月１日より施行
附　則　平成２６年　４月１日より施行
附　則　平成２６年１２月１日より施行
